
会議録

1. 付属機関等の会議の名称
平成30年度第1回文化財保護審議委員会
2．開催期間
　　平成31年3月15日（金）　17時00分から18時30分まで

3．開催場所
　　えみりあ　第2学習室

4．出席者氏名
　文化財審議委員
　　清 水 稔 子　小 椋 吉 範　宮 下　稔　山 本 晃 永　寺 澤　貢　長 谷 部 正 美
亀 山 勝 保　伊 藤 頼 人　長 谷 部 海 司　竹 村 光 雄

事務局　　
高坂教育長　小木曽生涯学習課長　望月係長　松下主事　伊坪主事

5．協議

(1)自然保護区池の平の現状について　　　　　　　　　　　　
	
(2)伝統芸能保存団体の活動状況に関する調査について　　　

(3)文化財の標柱・説明板及び修復等について　　　　　　　　　　　　　　　
①文化財の標柱・説明板

②文化財の修復等について

(4)その他　　委員の皆様から

4.報告事項

(1)発掘現場の現状について

1. 宮ヶ瀬橋架け替えに伴う竹越・馬坂遺跡発掘　　　

1. 建造物建設に伴う確認調査について　　　　　　　
若宮遺跡

(2)台城公園看板設置について　　　　　　　　　　　　　　

(3)ツツザキヤマジノギクに関する意見交換会　　　　　　　

(4)文化財防火デーについて　　　　　　　　　　　　　　　

(5)その他

閉会

6.傍聴人の数
　なし

7．会議資料の名称
　　・平成30年度　第1回松川町文化財保護審議委員会資料
　　・若宮遺跡　宅地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　・生田長峰、福与の文化財資料

8.審議の概要

教育長あいさつ

審議委員長あいさつ


（協議）

1.自然保護区池の平湿地帯について

委員A：池の平はかなり荒れている。ハッチョウトンボも生息できる環境ではない。

委員B：昨年文化財指定の解除の件について聞かれたことがあった。まだもうモウセンコケなど希少生物が生息する可能性がある。現状荒れているから指定から外すのは乱暴に感じる。まずは専門家にみてもらってはどうか。

委員A：今の季節なら入りやすいだろう。

委員C：中に入るための整備は誰が行うのか。

事務局：基本は事務局で行う。

委員C：面積が広いから要所を少しずつ調査するべきだ

委員B：指定された当時の環境も把握していない当時までの状態まで戻せるのか確認も行うべきだ。

委員D：土地の所有は誰のものなのか

事務局：町有地だ

委員A：写真のタイヤはイノシシの対策のためにおいてある。

委員E：池の平付近は松川インター造成時に果樹園として大規模に開発された。現在は湿地帯としてあった当時とは周りの環境も全く違うだろう。

委員C：事務局で検討してもらい調査していく。

2.伝統芸能保存団体の活動状況に関する調査について

委員A：保存団体の支援は積極的に行うべき。補助の対象とならないものも多い。しっかり助成をしてほしい。

委員C：要望をしっかり受けて種類別けして対応してほしい。

委員A：地元負担は必要である。

委員F：大栢にも獅子舞も行っている保存会がある。そこも申請したら認めてもらえるか。

事務局：保存団体の把握の調査でもれてしまっていた。大栢の保存団体についても調査を行う。

3.文化財の標柱・説明板について
文化財の修復等について

委員G：生東区にある芳重地蔵を見学する人が増えているが場所がどこにあるのかわかり難く、案内看板、説明看板が必要だと区から要望がある。また、旧東小学校の植物園についても管理について考えなくてはいけない。

委員C：芳重地蔵はしっかり説明してあるものを用意するべきではないか。

委員G：生東地区の丁観音についても、転倒や盗難を防ぐために固定するべきではないか。子どもがきても危ない。

事務局：区の要望を受け、援助の受けられそうな助成を申請してきた。しかし助成を受けるところまでこぎつけられていない。今後、指定されていない文化財などをどのように保護を行っていくのか課題がある。

委員D：丁観音は指定文化財に指定することはできないのか。

事務局：指定していくと手あたりしだい指定しなくてはいけなくなる。

委員H：生田地区にある文化財について資料にまとめた。長峰水道や長峰小学校校舎についても指定文化財の検討を行ってほしい。

事務局：専門家に調査を依頼して検討していきたい。

委員C：地域の歴史としてまとめてもらいたい。
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（報告事項）

1.発掘現場の現状について
①宮ヶ瀬橋架け替えに伴う竹越・馬坂遺跡発掘　　　　
②建造物建設に伴う確認調査について　　　　　　　
若宮遺跡

2.台城公園看板設置について　　　　　　　　　　　　　　

3.ツツザキヤマジノギクに関する意見交換会　　　　　　　

委員J：テレビ等の影響はあったのか。

事務局：当日は雨だったが30人～60人くらい増えた。



4.文化財防火デーについて　　　　　　　　　　　　　　　

5.その他

事務局：来年度の平成31年度に文化財の保護保全を考える会が毎年行われているが、来年度の担当市町村が松川町になっているため、松川町で開催される予定になっている。文化財審議委員の皆さんも参加していただくことになる。現在11月13日の開催を予定している。予定を合わせて出席してほしい。





